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F
.

胸

＼

新
.
著

紹

介

近
刊
の
経
濟
史
仁
關
す
ろ
三
.著
述

本
.
庄

榮

治

郎

近
頃
色

々
な
書
物
四か
盛
に
出
版
さ
れ

ろ
。
殊

に
陣肝
の
流
行
こ
も

い
ふ
べ

き
肚
會
問
題
、
思
想
問
題
に
關
す
る
も
σ

に
今
借
極
め
て
多
く
出
版
さ
れ

て
る
ゐ
が
・
.そ
の
中
に
は

一
.時
的
際
物
的
の
書
物
も
少
く
な

い
そ
う
で
あ

み
。
こ
の
際
に
當

っ
て
、
こ
れ
等
の
流
行
圏
外
に
立
て
る
我
国
縄
濟
輿
に

聞
す
ゐ
極

ゆ
て
眞
摯
な
研
究
が
縷

々
上
梓
ぜ
ら

る
、
こ
ミ
に
、
學
界
の
た

め
に
大

に
祝
す
べ
き

こ
ξ
で
あ
る
。
藏

"
侭
最
近
接
手
し
た
三
個

の
著
述

に

つ
い
て
簡
軍
な
ろ
紹
介
々
試
み
た
い
ε
思
ふ
。
.

そ
の

門
は
日
本
経
済
思
想

奥
の
上

に
於
て
濁
歩
の
地
位
な
占
め
ら
る

、

欝

聖

難

聾

塞

錯

智

騨

」
審

」̂
菊
判
八
七
四
頁
歪

個
n山ハ
図
五
拾
憾
晒、
粛
二
県
國
文
章
臨聾
押π
)で
あ
る
9
本
書

に
輯
銭
さ
れ
た
【も

の

ば
嘗
て
諸
雑
誌

に
公
に
ゼ
ら
れ
た
論
文
や
講
演
筆
記
等
の
類
で
あ
っ
て
中

に
1工
二
+
年
前

に
獲
表
ぜ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
継

て
三
+
四
篇
に
及

び
・
別

に
龍
類
な
分
た
ア
順
序
U
立
て
ず
に
牧
繰
ぎ
れ
て
居
る
豆
そ
の
第

三
†
篇
に
掲
げ

ら
れ
た
「
日
本
繧
濟
畢
読

の
要
硫

」は
醤
て
四
十

「
年
十

「

難

繰

新
著
紹
介
.

月
単
行
本
ピ
し
て
頒
布
ぜ
ら
れ
た
も
の
で

、
徳
川
時
代
の
経
済
思
想
の
エ

つ
.て
來

ろ
所
を
明

に
し
、
時
代
ε
経
済
思
想
置
の
相
互
交
渉
の
理
な
明
か

に
ぜ
ら
れ
大

「
大
雄
篇
で
あ

っ
て
、其
他
「
穂
川
時
代
の
経
済
畢
読

に
就

い

て
」
「
京
都

の
饗

學
説
旨
大
阪
の
経
済
學
読
」「
熊
澤
了
介
の
纒
済
學
説

」

「支

那
及
日
本

の
人
口
論
」
等
11
何
れ
も
本
邦
纒
濟
思
想
臭
、に
關
す

み
も
の

で
あ
り

、
「
経
済
史

の
研
究
に
就
て
」
「
家
中
工
業
S
百
姓

一
揆
ト
徳
川
時

代
に
於
け

る
重
要
の
意
義
」
「
遊
民
考
」
等
に
日
本
郷
藩

吏

に
關
ず

る
重
要

な
研
究
で
あ
る
。
ヒ
其
他
廻
漕
原
論
縄
濟
政
策
等

に
關
す
る
論
文
も
少
く
な

い
。
此
等
論
文
の
中
に
に
嘗
て
縄
濟
論
叢
誌
上
に
も
掲
載

さ
れ
て

[
讃

の

機
會

々
得

た
も
の
も
あ
る
が
、
.今
新

に

一
書
に
.攻
め
ら
れ
て
、
再
び
新
し

寺
興
味
々
以
て
之
れ
々
讀

み
得
た
こ
ミ
に
、
即

ち
本
書
が
不
朽
の
但
値
あ

ろ
所
以
で
あ
ら

3

恵

ふ
。
妻

屋

し
て
「
鑑

皿
豪

言
逢

い
ふ
所
以
に

實
に
博
士
が

、
】
家
の
私
覗

に
し
て
天
下
の
公
賄
・ト
あ
ら

ざ
る
が
敢
で
あ

る
」
博
士
自
ら
も

「
一
般
世
上
の
走
読

に
適

状
ざ
る
も
の
固
よ
り
多
々
な

み
べ
し
ミ
信
ず
」
ミ
い
ば
れ
て
ゐ

ゐ
が
、
経
済

學
や
肚
會
政
策
の
観
念

ド

於
て
特
に
そ
の
然
る
た
見
る
。
勿
論
人
各

存
そ
の
所
信
あ
り

一
な
異
見
だ

,
藏

に
紹
介
す

ろ
の
必
要

ぱ
な
い
ミ
思
ふ
。
.要
す
る
に
本
書
に
嘗
て
日
本
纒

濟
叢
書
な
編
輯
刊
行
し
て
我
国
経
済
學
史
及
び
脛
濟
史
の
研
究
に
多
大

の

貢
献

な
致
さ
れ
、
斯
羅
拝
に
於
け
る
第

一
人
者
た

ろ
博
士
の
多
年
研
鑽

の

成
果

々
集

め
た
も
の
で

め
ゐ
㍗
ら
本
書
が
斯
界

ド
寄
與

て
る
所

の
極
め
て

.

第
十

一
巻

〔
第
二
號

一
四

ご

二
九

一

、

「

...一..

「臨 曹



』

噛

F

/

雑

録

新
著
紹
介
、

大
な

ろ
こ
ミ
は

い
ふ
遙
も
な

い
所

で
あ

る
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば
・
.博
士

11
・

更
に
近
く

「
日
本
纒
濟
史
」
為
公
刊
せ
ら
ろ

、
己
い
ふ
。
未
だ

一
の
日
本

経
済
史
に
閲
す
る

纒

つ
た
純

眞

な
著
述

の
存
ぜ
な

い
我
學
界

も
・
一博
士

の
右

の
出
版
に
エ
っ
て
始
め
て
こ
の
峡
典
た
哺

ひ
得

る
こ
ε
で
あ
ら
う
。

故
文
學
博
士
内
因
銀
藏
先
生

の
遺
稿
も
地
目
出
版
ぜ
ら
ろ

、
こ
定
㌧
思
ふ

が
・
西
田
瀧
本
両
博
士

の
著
述
に
よ
つ
て
我
国

の
経
済
史

縄
濟
學
史

に
關

す
み
永
久
不
磨
の
典
籍
心
得

ろ
こ
ε
ば
吾
等
後
學
の
感
謝

に
堪
え

ね
所
で

あ
り
、
叉
斯
學
界

の
誇
り

ξ
す
る
に
足

ろ
所
ε
思
ふ
。

、

其
ニ
ー-
謝
騨
F
鯉
劇
評
脚
即
が

き
柳
羅
炉
型
が
弾
脚
」(菊
判
三
〇
入

貢
、
定
慣
威
圓
五
拾
鍍
、
東
京
有
斐
閣
讐

)

こ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
に
高

聞
樽
士
の
編
植換
さ
れ
て
ゆ
乃
縄
濟

學
農
政
學
研
究
叢
書
の
第
四
冊
こ
し
て

出
版
ざ
れ
た
ゼ
の
で
あ

っ
て

、
同
叢
書

に
一1
既

に
第

一
勝

に
栃
内
農
學
士

の

「
蕎
加
賀
藩
田
地
割
制
寓

」
第
三
冊

に
中
田
農
事
士
の

「
佐
藤
倍
濫
の

農
政
學
説
」
が
刊
行
ぜ
ら
れ

、
今
反
古

の
新
著
が
公
に
ぜ
ら

れ
た
次
第
ぐ

あ

っ
て
、
本
叢
書
が
日

不
繹
濟
曳
縄
濟
學
臭
r
寄
興
ず
ろ
所

②
大

な
ろ
に
.

感
謝
ぜ
ざ
る
海
樽

ρ
所
で
あ

る
。

我
国
経
済
史
の
研
究
は
次
第
に
盛

に
な
り
つ
＼
あ
の
ピ
ーf
U
へ
-
今
荷

草
創
時
代

々
脱
ぜ
な
い
所
で
あ
っ
て
、
.徳
川
時
代
の
事
柄

に

つ
い
て
も
其

虞
相
の
明

か
な
ら

ざ
る
も
の
が
極
め
て
多

い
。
故

に
吾

々
に
先
づ
客
観
的

.

第
十

「
巻

(第
二
號

「
四
二
∀

二
九
二

立
場

に
於
て
虚
心
干
魚

の
態
度
為
以
て
・
個

々
の
場
合

に
於
げ

る
各
般
の

事
實

な
精
細

ト
研
究
し
、
然

る
後

、
大
量
観
察

に
三
っ
て
郷
濟
進

化
の
理

法
に
到
達

マ
,へ
き
も
の
で
あ
る
ミ
思

ふ
。
伽即
ち
事
實
の
記
述
11
主
観
的
評

.
論
に
先
き
立
た
れ
ば
な
ち
ぬ
。
こ
の
意
味
ド
於
て
徳
川
時

代
各
藩

の
経
済

状
態
及
び
巡
濟

政
策
等
々
有
り
の
ま

㌧
、↑
研
究
し
記
述
す

ろ
こ
膚
ば
徳
川

時
代

の
郷
濟
史

研
究
上
甚
だ
重
要
な
こ
己
で
あ

る
。
齋
藤
墨
・士
の

「
上
杉

鷹
山
公

の
農
政
」
に
お
け

ろ
研
究
方
法
も
頗

る
著
實
な
態

度
た
以
て
客
観

的
記
述

な
圭

ξ
も
、
世
上
公
刊
の
書
類

の
外

、
貴
重
な
る
史
料
々
渉
猟
し

て
論
議
々
進
め
て
券
ら

る
・
・
毫

に
敬
服
に
堪

え
禰
所
で
あ
る
。

本
書

の

内
容
に
先
づ
鷹

山
公
の
施
政
方
針
な
説
春
、
米
澤
藩
農
政
機
關
の
組
織
に

及
び
、
そ
れ
よ
り
輻
し
て
、
土
地
政
策
、勢
働
政
策
Ψ穀
物
及
金
融
政
策
・

畜
産
政
策
、養
鑓
政
.策
、樹
藝
政
策
」
租
税
制
度
等
奄
説
き
結
論
に
終

っ
て

居
る
。
余
ば
此

の
如
き
眞
摯

な
著
述
が
相
つ
い
で
出
で
徳
川
時
代
殊

に
各

藩
の
事
情

が
嗣

明
さ
ろ

、
ξ
き
・
叢

に
始

め
で
徳
川
時
代
の
縄
濟

肚
會
状

態
に
勿
論
の
こ
ε
、
幕
府
"」
各
藩
.ε
の
政
治
的
關
係
が
明
瞭

こ
な
り
.
.同

時
代

に
封
ず
る
所
.謂
封
建
論
非
封
建
論
の
見
解

F

一
の
新

し
寺
断
案
々
與

へ
得

る
も
の
ミ
信

じ
て
み

ろ
。
此
出躁

に
於
て
も
學
士
の
研
究
些
頗

る
重

要
な
も
の
で
あ
ろ
。
た
黛

一
二
望
蜀
の
感
心
叙

ぷ
み
こ
ご
た
許
さ

る
㌧
な

ら
.ば

、
先
づ
第

「
に
に
本
文
丙
に
於
て
に
記
載

の
事
賢

匹

一
身
そ
の
共
擦

が
示
し
て
拙

い
・
ミ

足
れ
で
あ

る
。
昔
ー-
根
櫨

起
承
さ
叉
る
々
以
て
博
學

噂

ド

●



、

の
瞳

ξ
し
た
そ
う
で
あ
ろ
が
、
今
は
博
引
男
置
の
時
代
で
あ
る
。
の
み
な
r

ら
で
史
的
研
究
に
ば
引
用
書

の
如
何

に
大

「
重
混
ぜ
ら
る
㌧
威
で
あ

る
。

第
二
に
U
鷹
山

套
1i
成
程
立

派
な
冠
圭
で
あ
り

種
々
の
政
策

を
行

っ
た
人

で
あ

る
が

、
他

の
藩

に
於
て
も
相
類

似
し
た
政
策
な
行

っ
た
名
君
賢
相
が

鷹
山
公
ピ
同
時
代
若
く
に
其

以
前

に
存
在
し
た

か
否
か
ε
い
ふ
ご
ε
は
頗

る
重
要
な
=
ε
で
あ
ろ
。
世
上

一
般

に
廣
ん
知
ら
れ
て
お
る
所
存
擧
げ
て

み
て
も
圏
早
く
保
科
正
之
あ
り
「池
田
光
政
あ
り
、野
中
兼
山
あ
り

、
鷹
山

公
Ψ㌧
同
時
代
に
細
川
重
賢
あ
り
.
其
他
民
政
騰
政
に
壷
し
た
人
は
蓋

」
少

く
あ

ろ
ま

い
。
、從

乱
こ
れ
等
の
人
々
の
治
績
も
多
少
に
参
考
す
べ
き
で
あ

り
、
叉
同
様

の
政
策
が
同
じ
徳
川
時
代
に
各
地
方
で
行
1■
れ
た
も

の
ε
す

れ
ば
其
間
共
瓶

の
理
由
及
び
相
互
影
響
等
の
事
質
も
め
み

か
も
知
れ
粗
。
・

著
者

の
オ
華
々
以
て
此
等

の
貼

に
も
欄
わ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
昌鷹
山

公

天

だ
け
々
51
告
扱

い
て
來
て
之
な
偉
大
な

る
も
の
ε
し
て
種

・
高
調

す

る

こ
ε
ば

果
し

て
如

何

で
あ

ら
う

か

、
隊

に
學
臭

的

研
究

に
於

て

は

こ

の
こ

ε
は
特

に
注

意
す

べ
音

こ
こ
で

あ

る
建
思

ふ
。

然

し
こ
れ
等

の
二
貼

ば
た

碧
余

の
希

望

ε
も
.い

ふ
.へ
き
も

の
で

あ

っ
て

、
.動
皿論
水

害
【の
価
値

々

左
右

す

う
る

の

で
は

な

い
。

余

に
日

本
維
粥
因由
押界

に

こ

の
農

面

目
な

一、新

著

々
加

へ
た

こ

{
を
覗

麗

し

、
.且

つ
著
者

の
健

在

な
斬

る
も

の
で

あ

ろ
。

一

附

録

ミ
し
て
嘗
て
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
高
岡
矩
士

の

「
上
杉
鷹
山
公

ミ

7
り
τ

ド

リ

ツ

ヒ
大

王

の
農

政

」
が
附

い
て
居

ろ
。
・
鷹

山
公

こ

ブ
リ

」

.

雑

一鹸

新
着

紹
介

ド
リ
ッ
ヒ
大
王

ξ
の
農
政

上
の
類
似
貼
が
断
片
的
に
比
較

さ
れ
て
る
ろ
。

顎

臥
・
●
o
●

・
●
●
●
●
●
●
●
・
・
●
・
・
●
・
●
●
●

社
(三
に
圓
谷
弘
氏
の
「
我
国
資

本
家
階
級
の
嶺
遽

こ
資
本
主
義
的
精
神
」

(
四
六
判
二
〇
五
頁
走
使
猷
圓
東
京
三
田
書
房
獲
行
)
で
あ
る
、
.著
者
圓
谷

コ

君
一1
襲
に
日
本
大
學
に
學
び
、
後

、
京
都
帝
国
大
畢
文
學
部
更
學
科
に
入

り
し
が
後
、
哲
學
科
に
韓

じ
て
肚
會
學
な
専
攻
し
、
傍

、
郵
濟
學
部
の
諸

・講
義
為
聰
音
、
卒
業
論
文
足
し
て
提
出
さ
れ
衷
も
の
に
多
少
訂
正
々
加

へ

ら
れ
た
も

の
が
即
ち
本
書
で
あ
ろ
。
而
し
て
本
書

の
前
半
に
に

「
我
国
資

本
家
階
級
の
猶
建
ピ
資
本
主
義
的
精

油
」
誉
説
き
、
後
半
に
は
別

に

「
町

r
人
階
級
の
勃
興

ご
町
人
精
興
」
な
説

い
て
誉
ら
れ

る
。
即
ち
本
書

の
書
名

ーエ
前
半
の
題
目
を
探
っ
て
こ
れ
に
充
て
ち
れ
た
も
の
で
あ
ろ
。
内
容
か
ら

言

へ
ば
前
半
は
明
治
維
新
以
後
、
後
年
は
徳
川
時
代
の
こ
ε
な
論

じ
て
魯

ら
ろ
「
。
同
種
の
研
究

に
は
鍵
に
本
誌
に
掲
げ
ら
れ
た
銅
直
翼

長
の

「
我

国
に
於
け
る
瞥
利
心
の
起
源

及
び
嚢
蓮
に
就

い
て
」
が
あ
ろ
が
・
そ
れ
は

太
古
よ
峠
徳
川
時
代
ま
で
々
説
か
れ
た
も

の
で
あ

る
。
圓
春
着
の
前
牛
の

第

÷
編
に
11
資
本
主
義
的
.精
神
め
促
進
を
説
音
、
第
二
編
ド
資
本
家
階
級

の
嶺
達
か
詳
説
し
、
第

三
編
に
資
本
家
階
級
の
支
配
化

々
訛
音

、
後
半
の

「
町
人
階
級

の
勃
興

ピ
町
人
精
神
」
に
町
人
階
級
の
勃
興
ゼ

町
人
精
神
の
普

癌
化

ミ
の
三
編
よ
り
成

っ
て
居

る
。
.既
に
蓮
。へ
た
如
く
著
者

口
臭
學
祉
∵會

學
の
知
識
に
加

ふ
ろ
に
縄
濟
學
炬
以
て
し

「
.こ
の
多
方
面
の
知
識

葱
り
池

第
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四
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三

霊

「

ト



.

.」

「馬「

づ
虞

■

、

雑

録
、

新
著
紹
介

て
本
間
麗
々
縦
横
に
剖
梳
し
研
究
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
か
ら
、
本
書

置

資
本
主
義
文
明
の
我
画

に
於
け
る
特
殊
の
機
蓮

な
知

ろ
た
め
に
峡
ぐ
可
ら

ざ
ろ
好
著
で
あ
る
。
允

、
本
書
の

一
部
分
は
郷
濟

論
叢
誌
上
で

「
我
國

に

於
け

る
新

プ
㌃

ル
ヂ
ヨ
ァ
階
級
の
成
立
」
の
題
下
に
、
公
に
ぜ
ら
.れ
し
な

以
て
、
右

の

「
交
々
讀
ま
れ
た
方
に
本
書
の
内
容
為
大

凡
推
知
ぜ
ら
る

」

噺
;
」
㌔
思

ふ
。
た
愛
全
艘

の
上
よ
り

見
て
心
付

い
た
隠

心
迷
ぶ
れ
ば
、
本

書
に
主
観
的
評
論
的
で
あ
り
、
文
章
ーエ
甚
だ
華

や
か
に
書
か
れ
て
居
り
、

叉
殺
國
資
本
主
義
強
遽

の
特
殊

の
事
情
な
特

に
高
調
さ
起
て
み
ろ
。
此
等

の
諸
馳
1ま
本
書
の
長
所
で
め
る
ε

同
.時
に
叉
そ
の

短
所
で
一i
・あ

る
ま

ビ

が
。
即
ち
客
観
的
の
事
實

や
、
叉
に
そ
の
典
豫
の
如
き
,
〔特
ド
前
牟
ド
於

て
)
果
し
て
如
何
で
あ
ら
う

か
、
叉
文
章
の
た
め
に
意
な
揚
れ
た
所
11
あ

る
ま

ぜ
か
、
叉
あ
ま
り
に
特
殊
相
な
高
調
し
て

「
般
相
奄
輕
硯
さ
れ
た
傾

に
厭

い
か
。
そ
に
兎
も
角

、
著
者

の
才
筆
な
以
て
こ
.の
種
困
難
な

ろ
問
題

な
頗

ろ
面
良
く

、
讀
み
易
く
諭
達
ぜ
ぢ
れ
た
・
ミ

に
感
謝

に
堪
え

ね
所
で

、あ
る
ぴ

一
般
世
人

の
好
讃
物
遣
し
て
之
々
薦

め
た
い
o

.

、・終
ゆ
障
臨

み
以
上
の
三
著
述
な
射
昭
…す

る
に
頗
る
興
味
な
感
守

る
貼
が

む

み
。
・溜
水
博
士

の
著

ば
量

に
於

て
最
も
大
な
う
の
み
敬
ら
ず
荘
重
老
巧

の
筆
海
以
て
各
種
の
方
面
に
論
陣

な
張
っ
て
誉
ら
ろ
㌧
所
正
に
.一
大
偉
観

で
あ
ろ
。
他

の
三
民
の
著
は
何
れ
も
濁
立

の
研
究
で
あ

っ
て
論
文
集
の
如

'

第
十
.一
巻

(第

二
號
Ψ

』
四
四
)

二
九
四

含
も
の
ε
に
類
為
異
に
す
る
む
の
で
あ
み
温
、
齋
藤
學
士
に
峰
摯
な
筆
致

`
客
観
的
態

度
を
以
て
問
題
海
取
扱
び
、
圓
各
氏
の
は
軽
妙
の
筆
-な
以
て

評
論
的
主
観
的
の
立
場

に
櫨

っ
て

居
ら

ひ
、
。

勢

m
9

ヨ
尻
〔
財

な
研
究

こ

Uo
目
ヨ
二
一柳
ニ
ォ
な
書
下き
振
り

こ
の
差
異
も
十
分
に
之
を
認
め
ろ
こ
ピ
が

出
来
δ
。克

に
角

我
国
の
経
済
史
界
に
ご
の
有
益
な
三
著
蓮
怨
加

へ
れ

こ

ε
は
慶

賀

の
至
.り
で

あ

る
。
.、妄
言

多

罪
。

ρ


